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高耐食乾式接合胴縁システム接合部の引張耐力に関する実験的検討（その 1）：実験概要 

 

胴縁 高耐食めっき鋼板 乾式接合           正会員○持田勇気*1 同 岡本憲尚*2  星山守*3  川邉裕一*4 

引張耐力 スレッドローリングねじ            同  城倉貴史*1 同 中島一浩*4 同 藤井勝義*4  

 

1．目的 

 高耐食乾式接合胴縁システム 1)は，板厚 3.2mm 以下

の胴縁材とネコピースをスレッドローリングねじ 2) (以

下，ねじ)で接合するため，接合部の耐力を検討する必

要がある．本研究では，胴縁接合部の許容引張耐力を算

出することを目的として，平板および角形鋼管を用いた

接合部の引張試験を行う．また，角形鋼管の大きさとね

じの孔径およびねじのへりあきが引張耐力に及ぼす影響

について検討する．本稿(その 1)では実験概要について

述べる． 

2．胴縁システムの概要 

 本研究で対象とする胴縁システムの概要図を図-1 に

示す．高耐食めっき鋼板の胴縁材にネコピースをねじで

接合する．無溶接で胴縁を製作できるため，塗装材や溶

融亜鉛めっき材に比べて，耐食性の向上と製造の簡素化

が可能な胴縁システムである． 

 

図-1 高耐食乾式接合胴縁システム概要図 

 

3．平板引張試験 

3.1 平板試験体 

平板引張試験体は，図-2 に示すように試験用の孔を

あけた鋼板 2 枚を，図-3 のように 45 度ずらして組み

合わせ，中央の孔をねじで接合した 3)．ねじの頭側の鋼

板はネコピースを想定したもので，中央の孔径は

φ13mm，板厚は 3.2mm とした．もう 1 枚の鋼板は胴縁

材を想定したもので，中央の孔径は φ12.2mm，板厚は

2.1mm(平板 A)と 3.0mm(平板 B)の 2 種類とした．2 枚の

試験片を図-4 に示すねじで，図-5 のようにインパクト

レンチで締付けた．鋼板は，溶融亜鉛めっき-アルミニ

ウム-マグネシウム合金めっき鋼板であり，機械的性質

を表-1 に示す． 

3.2 実験方法 

平板引張試験は，図-6 に示すように，載荷治具で平

板試験体を上下から圧縮載荷し，載荷治具の突起が鋼板

の外周孔 φ13 mm を通過して，もう一方の鋼板の φ8 

mm の孔周辺を押し，2 枚の鋼板を引き剥がすことで，

接合部に引張荷重を作用させた．変位は万能試験機のク

ロスヘッド間の移動距離である．試験数は各 10 体とし

た．試験体を万能試験機に設置した状況を写真-1 に示

す． 

 
    図-2 平板試験片      図-3 平板試験体 

  

図-4 ねじ形状           図-5 ねじの締付け 

 

表-1 試験体の機械的性質 

試験片
板厚 t

mm

降伏点 Yp

N/mm
2

引張強さ Ts

N/mm
2

伸び EL

%

2.1 327 442 36.0

3.2 341 434 32.6

3.0 365 475 31.8

3.2 341 434 32.6

平板A

平板B
 

   

     図-6 載荷方法       写真-1 試験体設置状況 
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4．鋼管引張試験 

4.1 鋼管試験体 

 鋼管試験体の形状・寸法を図-7 から図-9 に示す．鋼

管は，図-7 に示す断面幅 100mm(以下，鋼管 100)および

図-8，図-9 に示す断面幅 150mm の 2 種類とした．鋼管

は，溶融亜鉛めっき-アルミニウム-マグネシウム合金め

っき鋼板であり，鋼管の板厚は 2.1mm と 3.0mm の 2 種

類とした．鋼管の機械的性質を表-2 に示す．図-8 と図-9

の試験体は，へりあきの距離が異なり，図-8 はねじ孔

のへりあきが 25mm(以下，鋼管 150A)，図-9 はへりあ

きが 50mm(以下，鋼管 150B)である．鋼管の長さは

150mm，孔径は φ12.1mm とした．図-10 に示すネコピ

ースを想定した締付け部分の板厚が 3.2mm の締付け治

具を，図-4 に示す φ12.5mm のねじで，図-5 のようにイ

ンパクトレンチで鋼管に締付けた． 

 

 

図-7 鋼管 100   図-8 鋼管 150A   図-9 鋼管 150B 

 

表-2 試験体の機械的性質 

試験片
板厚 t

mm

降伏点 Yp

N/mm
2

引張強さ Ts

N/mm
2

伸び EL

%

2.1 427 488 26.0

3.0 407 448 27.0

2.1 374 452 35.0

3.0 404 467 32.0

2.1 403 493 33.0

3.0 404 467 32.0
鋼管150B

鋼管100

鋼管150A

 

  

図-10 締付け治具 

 
    図-11 載荷方法          写真-2 試験体設置状況 

 

4.2 実験方法 

鋼管引張試験は，図-11 のように，試験体を万能試験

機の上部にセットし，載荷治具を用いて締付け用治具を

載荷速度 10mm/min で下方に引張載荷した．変位は万能

試験機のクロスヘッド間の移動距離である．試験数は各

10 体とした．試験体の設置状況を写真-2 に示す． 

 

5．許容引張耐力の算出 

本研究では，実験により得られた最大荷重 Pmax の

70%の荷重 0.7Pmax を降伏引張耐力と定義する 4)．鋼板

の降伏点の下限保証値は 295N/mm2 であり，試験体の

降伏点 Yp による機械試験値のばらつきの影響を除外し

するため，引張耐力 Py を式(1)により算出した． 

 

Py＝(0.7Pmax-3σ)×295／Yp ・・・式(1) 

 

本報(その 1)では，高耐食乾式接合胴縁システム接合部

の引張耐力の実験概要について述べた．次報(その 2) で

は，実験結果について報告する． 
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